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～環 境 方 針～ 

 
 

 

辰星技研株式会社は、「エンジニアリング業務活動の全てにおいて積極的に地球環境に配

慮して行動する」をスローガンに「会社方針」「品質目標」を踏まえて 

 

 

１．環境に関する法令を順守します。 
 

２．ムリなくムダなく 
省資源化に努めます。 

 
３．全員参加で、 

環境目標の達成に努めます。 
 

 

 
令和３年８月３１日 

 

辰星技研株式会社 

代表取締役社長 

       西原 拓志  
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～組織の概要～ 

１．事業者名及び代表者名 

 

辰星技研株式会社 

西原 拓志 

 

２．所在地 

 

東京本社 

〒105-0003 東京都港区西新橋 2-9-1 PMO 西新橋 2F 

大阪支店・神戸事務所 

〒553-0002 大阪市福島区鷺洲  1-11-19 大阪福島セントラルビル 3F 

東北支店 

〒033-0023 青森県三沢市下久保 1-1-1 ナカトビル 1 階 

    東海事務所 

    〒319-1108 茨城県那珂郡東海村村松北 １-３-８   

     

     

 

 

３．環境関連の責任者及び連絡先 

 

統括責任者     代表取締役社長  西原 拓志 

環境管理責任者   総務部長     勝間 英樹 

環境管理事務局            三原 亜由子 

連絡先 

ＴＥＬ：03-3500-3568（代表） 

ＦＡＸ：03-3500-3680 

４．事業の規模 

    資本金 5,000 万円 

    売上高 1815 百万円（令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日） 

    従業員 137 人（2023 年 3 月末現在） 

 

５．事業内容 

一般プラント、原子力プラント及びその付帯設備に関連する設計 

（エンジニアリング） 
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改訂日：令和 5年7月31日

作成日：平成21年12月1日

 

  

役割と権限

統括責任者 西原　拓志

環境管理責任者 勝間　英樹

環境管理事務局 三原　亜由子

東京本社　責任者 坂巻　凡浩

大阪支店　責任者 藤井 久嗣

東北支店　責任者 堀越　高歩

東海事務所　責任者 坂巻　凡浩

神戸事務所　責任者 川端　秀樹

東京本社  ＥＡ２１推進員 　三原　亜由子

大阪支店  ＥＡ２１推進員 上田　舞花

東北支店  ＥＡ２１推進員  小向　加菜美

東海事務所  ＥＡ２１推進員 小林 紗友里

神戸事務所  ＥＡ２１推進員 上田　舞花

東北支店における、電気、水、一般廃棄物 及び　化石燃料使用量の削減担当、内部監査実施員

東海事務所における、電気、水、一般廃棄物 及び　化石燃料使用量の削減担当、内部監査実施員

EA21活動に取り組む

神戸事務所におけるEA21推進の総括責任を有する

神戸事務所における、電気、水、一般廃棄物 及び　化石燃料使用量の削減担当、内部監査実施員

一般社員

東海事務所におけるEA21推進の総括責任を有する

各支店の連絡・調整、東京本社における、電気、水、一般廃棄物削減担当、内部監査実施員

大阪支店における、電気、水、一般廃棄物削減担当、内部監査実施員

環境方針の策定、環境管理責任責任者の任命、環境マネジメントシステムの見直し・指示、代表者に
よる経営における課題とチャンスの取りまとめ

環境管理責任者を補佐し、環境マネジメントシステム構築、運用、維持、管理、とりまとめ

ＥＡ２１環境管理システムの構築、運営の責任者

東京本社におけるEA21推進の総括責任を有する

大阪支店におけるEA21推進の総括責任を有する

東北支店におけるEA21推進の総括責任を有する

エコアクション実施体制

代表取締役社長
（統括責任者）

西原 拓志

ＥＡ２１推進員
三原 亜由子

環境管理責任者
勝間 英樹

ＥＡ２１推進員
小林 紗友里

ＥＡ２１推進員
上田 舞花

ＥＡ２１推進員
小向 加菜美

環境管理事務局
三原 亜由子

大阪支店 責任者
藤井 久嗣

東北支店 責任者
堀越 高歩

東海事務所 責任者
坂巻 凡浩

東京本社 責任者
坂巻 凡浩

ＥＡ２１推進員
上田 舞花

神戸事務所 責任者
川端 秀樹

内部監査実施組織
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～環境目標、実績～  

 

 

目標値 削減率 実績値 削減率
2023年 2024年～

2026年

全社 3670 2,363.0 1,310

東京 383 1,146.0 442

大阪 2672 1,126.0 595

東北・六ケ所 574 55.0 128

東海 24.5 35..5 145.5

神戸 43.5

全社 1,670.7 1,123.8 1,411.0 -26% 未達成

東京 2,245.0 2,245.0 2,211.3 2% 達成

大阪 753.0 753.0 1,192.9 -58% 未達成

東北・六ケ所 2,478.0 2,478.0 2,145.0 13% 達成

東海 143.0 143.0 95.0 34% 達成

神戸 2,734.4

大阪 1,591.2 1,591.2 ±0% 1,072.8 33% 達成 ±0% ±0%

東北・六ヶ所 2,582.3 2,582.3 ±0% 3,371.1 -31% 未達成 ±0% ±0%

東海 2,767.0 2,767.0 ±0% 2,498.8 10% 達成 ±0% ±0%

東北・六ケ所 16.7 ±0% 17.4 -4% 達成 ±0% ±0%

東海 19.4 ±0% 13.7 30% 未達成 ±0% ±0%

東北・六ケ所 972 ±0% 972.2 0% 未達成 ±0% ±0%

東海 2582 ±0% 2498.8 3% 達成 ±0% ±0%

東北・六ケ所 107.0 107.0 ±0% 88.0 18% 達成 ±0% ±0%

東海 166.0 166.0 ±0% 108.0 35% 達成 ±0% ±0%

節水を呼び掛ける張り紙の掲示や、取組を確認するアンケートを行い、適正利用に努めている。
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電気の排出係数はR3年度のデータ、東京電力は、0.441kg-CO2/kwh、関西電力は0.318kg-CO2/kwh、東北電力は0.521kg-CO2/kwhを使用しました。
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～主な環境活動内容～ 

ＣＯ2 排出量の削減、省エネルギーの推進 

⚫ 設計技術の向上による残業時間の低減に努める 

  ・業務に係る資格取得に努める 

  ・業務に係る講習会の参加を積極的に心がける 

⚫ 節電に努める 

・照明の適正化、昼光の利用、スイッチの適正管理を積極的にする 

・作業者全員が過ごしやすい温度に設定する（必要以上の冷暖房は避ける） 

・空調は必要な区域・時間に限定して行う（必要ない区域・時間に行うことは避ける） 

・上下３階はエレベーターを使用せず適正利用を行っている（荷物を運ぶ際は利用可） 

⚫ 自動車燃料使用量の削減 

・「エコドライブ１０のすすめ」を参考に効率の良い運転を心がけ、自動車燃料使用量の 

削減に努める 

⚫ 暖房の適正利用 

・暖房の適正利用に心がける 

⚫ クールビズの実施（全事業所） 

 <期間>６月１日～９月 30 日 

 ・スーツ・Y シャツ・ネクタイの着用は義務付けない 

 

廃棄物の排出抑制、リサイクル、適正処理 

⚫ ペーパーレス化 

・給与明細の電子化 

・会議用資料や事務手続書類の簡素化に取組む「会議資料の１ペーパー化」 

・可能なものは、電子メディア等を利用しペーパーレス化に取組む 

・使用済み封筒の再利用を徹底する 

・印刷ミスを無くすため、印刷設定の確認をする 

・両面印刷、両面コピーが出来るのであれば両面を使用する 

・使用済み用紙の裏紙利用を徹底する 

（情報漏えい等の関係上、やむを得ない場合は除く）※コピー機には使用しない 

⚫ ゴミの分別 

・分別回収ボックスの適正配置等により、ごみの分別を徹底する 

⚫ リサイクル 

・使用済みダンボールは取って置き、資料整理や運搬作業時の容れ物として再利用する 

・コピー機、プリンターのトナーカートリッジの回収とリサイクルを進める 

水道使用量の削減・適正利用 

⚫ 節水・適正利用に努める 

・手洗いを終わったら元栓をきちんと締める 

・掃除の際などに長時間出しっぱなしにしない  
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～環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価～ 

ＣＯ2 排出量の削減、省エネルギーの推進 

＜取組結果＞ 

1. ＣＯ２排出量 

昨年度と比較し削減できた。 

2. 電気使用量 

業務量の増加に伴い、全体的に増加した。 

3. 冷・暖房の適正利用 

適正温度の設定に心がけ、こまめな設定に努めた。 

4. 自動車燃料使用量の削減 

業務効率上また感染症対策の為、使用頻度が増加した。 

今後は燃費の記録を基に削減目標を設定。 

＜次年度の取組内容＞ 

  適切な目標値を再設定し、達成に向けて取り組む。 

 

廃棄物の排出抑制、リサイクル、適正処理 

＜取組結果＞ 

1. 事務系一般廃棄物 

これまで通り、削減に取り組んだ。 

2. コピー用紙購入量 

無駄を減らす取り組みができた。 

＜次年度の取組内容＞ 

  継続して削減に取り組む。 

 

水道使用量の削減・適正利用 

＜取組結果＞ 

1. 水道使用量の削減・適正利用 

生活用水のみの為、使用量自体が少ないが貼り紙により、 

意識を持ち、削減・適正利用に取り組めた。 

＜次年度の取組内容＞ 

  継続して削減に取り組む。 
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～環境関連法規の遵守状況～ 

 

当社に関する環境関連法規等の遵守状況について確認・評価した結果、 

違反はありませんでした。 

又、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありません。 

 

 

～代表者による全体の評価と見直し・指示～ 

 

＜実施日＞令和 5 年８月 21 日 

＜見直し期間＞令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日 

＜評価と見直し事項＞ 

１．環境目標・環境活動計画の達成状況 

 → 一人当たりの削減目標を達成できない月が多かった為、次年度からは 

全体の使用量から目標値を設定し、引き続き節電に努める。 

２．環境関連法規等の遵守状況  

→ 違反なし。主に廃棄物処理の際に適切に実施 

３．外部からの環境に関する苦情・要望 

  →【東京】テナントへの周知事項 1 件あり。 

４．取組状況の確認・評価，並びに問題の是正及び予防【内部監査】 

→監査員の中立性を確保する為、他部門へオンラインで監査を行った。 

結果的に、他部門と比較することで、認識の違いに気づき、また取組方法の 

共有が出来た。 

 

＜代表者からの指示＞ 

１．電気使用量に関しては、一人当たりから全体の使用量に削減目標を再設定。 

２．取引先から依頼のあった環境に関するアンケートも記録として残しておく。 

３．昨年度同様、安否確認についてはシステム部門を中心に検討中。 

  他部署にて、BCP マニュアル作成中 

４．内部監査にてＢ項目に関しては引き続き対応を検討していく。 

５．総括として大きな方向転換は無く、引き続き目標達成に向けて取り組む。 

以上 

法律・条例・その他　名称
該当する環境関連の
規制・規定の内容

廃掃法 許可業者に委託

道路交通法 整備不良車両の運転の禁止


